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東京農業大学世田谷キャンパスにおいて鳥類のラインセンサスとポイントセンサスを実施し 同様の
調査を行った馬事公苑と種構成や個体数を比較した 年と カ月にわたる両調査地の調査で 計 科








都市緑地 鳥類相 緑被率 大学キャンパス
本研究では 世田谷キャンパスの鳥類の季節変化や主要
な種のキャンパス内での生息環境について 年 月か
都市緑地は 人工建造物によって周囲から隔離された小 ら 年 月まで定量的な調査を行った またキャンパ
空間であることが多く 移動能力の低い野生生物にとって スに隣接する馬事公苑でも同様の調査を行い 両調査地間





に高めることに加え 周囲の緑地とのつながりとしての 東京農業大学世田谷キャンパスは総敷地面積 で
ネットワ クの構築が重要となる ある キャンパス内の樹木の種類数は多いが 建造物が立
東京農業大学世田谷キャンパスは世田谷区の中央に位置 ち並び 植栽樹の多くは道路や建物に沿って列状に配置さ
するが 構内には 種以上の花木が植栽 管理され 緑 れている 北田 内田 私信 によって 年に実施され
豊かなキャンパスとして 学生だけでなく地域住民にも利 た樹木調査によると キャンパス内には 種 本の
用されている またその周辺には馬事公苑や砧公園など比 樹木があり常緑樹が多い 植栽樹の総計は 種 本
較的大きな公園緑地が存在することから 鳥類の生息環境 階層別の内訳は高木 中木 低木 で 高木
としての機能も期待される ではメタセコイヤ ケヤキ カロリナポプラ ユリノキ
一方 本学は 年から 年にかけて キャンパス ソメイヨシノ イチョウ ヒマラヤスギ 低木ではサツキ
全体で を取得し 環境に負荷をかけない教育 ツツジ ハマヒサカキ ツゲなどが含まれる 植栽樹以外
研究活動を進めており 本学の目指す エコ キャンパス にもトウネズミモチ ワジュロ ムクノキ クワなど自然
では その基本方針の一つとして 各キャンパスにおける 樹木も見られるが これらの多くは鳥類散布によって侵入
自然的環境の維持と動植物の保全の推進 が掲げられてい した株で 全体の を占める 高木 中木 低木の樹種
る しかし 世田谷キャンパスでは 野生動物についての が存在しているものの同所的に植栽されているわけではな
定量的な調査は行われておらず 断片的な知見を有するに く 自然林のような階層構造の発達は認められない
すぎない 今後キャンパス内の緑化整備や自然環境を扱っ 馬事公苑は 世田谷キャンパスから ほどのところ
た教育活動を実施する上で また世田谷区の自然環境の現 に位置し 総敷地面積 である 武蔵野自然林をは
状を理解する上でも 世田谷キャンパスや周囲の緑地に生 じめ ウメ林やサクラ林 日本庭園 花壇 芝地 砂馬場
息する動物の生息状況を把握し 情報を蓄積することは有 など 緑地環境に多様性が認められる さらに苑の外周は
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竹内 小島 渡辺
によって囲まれ その中下階層の植物が発達していること イサギ アオサギ カルガモ カワセミ アオゲラ イワ
もあって 全体的に世田谷キャンパスに比べて緑地の占め ツバメ キセキレイ ルリビタキ アカハラ シロハラ
る割合が大きい オオヨシキリ キビタキ コサメビタキ ヤマガラ アト
リ オナガの 種であった なお上空を通過した種にはト
ビ オオタカ カワウ 外来種にはカワラバト ドバト
世田谷キャンパス 馬事公苑ともに 年 月から とホンセイインコが挙げられた
年 月までは週に 回 年 月から 月までは 渡り区分では 年間を通じて確認される留鳥にハシブト
月に 回 午前 から調査地内に設定した観察コ ス ガラス ハシボソガラス キジバト ヒヨドリ シジュウ
を時速 で歩き 左右 ずつ 計 内に確 カラ メジロ スズメなど 種 夏鳥にツバメ イワツバ
認された鳥類を計数した 個体ごとに種類と地図上の確認 メ オオヨシキリの 種 冬鳥にジョウビタキ アカハラ
位置 確認時の状況として飛行中か地上での観察かを記録 シロハラ ツグミなど 種 旅鳥にセンダイムシクイ キ
した 地上で確認した場合 その位置環境を建物やコンク ビタキ コサメビタキの 種 渡り区分が不明としてツミ
リ ト壁 電柱 電線 フェンス 野球場ネットなどの 構 が含まれた
造物上 高木から低木を含む 樹上 草地や裸地 落葉
砂地上の 地上 の 項目に分けた
世田谷キャンパスでは鳥類の生息環境をより詳細に検討 年 月から 月までの カ月のラインセンサスに
するため キャンパス全体を 区画に区切り 計 おいて キャンパスでは 科 種 個体が 馬事公苑
これらすべてのメッシュ内での確認ができるよう長 では 科 種 個体が確認された キャンパスと馬
さ のル トを設定した 馬事公苑では 区画を設け 事公苑における種数 観察個体数 多様度指数の月変化を
ることをせず 主要な環境が概ね含まれるよう の 図 に示した 多様度指数は 関数
ル トを設定した なお ラインセンサスによる調査地間 式によった 世田谷キャンパスに比べ馬事公苑で 年間を
の比較のための解析には毎週調査を行った 年 月 通じ種数 観察数が多く 多様度指数が高い傾向が認めら
月までの カ月のデ タを用いた れた これら つの指数の季節的な変化は 馬事公苑では
いずれも冬季に高く夏季に低下する傾向があり 季節間の
差が顕著であった しかし世田谷キャンパスでは 種数は
つの調査地間で野鳥の相対的な出現頻度を比較するた 夏季の特に 月に 個体数は 月と 月に減少したが そ
め 年 月から 年 月までポイントセンサス法 れ以外の月間で著しい差異は認められなかった また世田
による調査を行った 世田谷キャンパス 馬事公苑ともに 谷キャンパスでの多様度指数は全体的には 月 月で
任意に 箇所のポイントを設け 毎月 回 低い傾向があったが 月変化は小さかった
の間に 分ずつ各ポイントの中心から半径 内に出 ラインセンサスにおいて あたりに換算した月ごと
現した鳥類の種類ごとの個体数を記録した 毎回の調査は の種数 観察数 多様度指数の平均 標準偏差を 調査月
両調査地で同時刻に開始した をペアとしたウィルコクソン符号付順位和検定とともに
一般的に野鳥の調査では明け方から開始するほうが好ま つの調査地間で比較した その結果 種数 キャンパス
しいが 今回のライン ポイント両センサスでは 調査開 馬事公苑 観察数
始時刻は馬事公苑の開園時間に合わせた また調査時刻の キャンパス 馬事公苑
偏りを防ぐため ラインセンサスではコ スの開始と終了 多様度指数 キャンパス 馬事
地点を ポイントセンサスでは調査ポイントを回る順序を 公苑 のいずれも 世田谷
毎回変えた 調査中に確認された外来種 高い上空を通過 キャンパスより馬事公苑で大きかった
した種 ポイントセンサスにおいてポイント間の移動時に 調査地間の定量調査として行ったポイントセンサスにお
確認された種については確認種一覧のリストに加えたが いても 月ごとの種数 観察数 多様度指数の比較を行い
調査地間の比較のための解析には用いなかった その結果を図 に示した ラインセンサス同様に 世田谷
キャンパスより馬事公苑で種類 観察数ともに多く 種数




一覧を表 に示した 渡り区分 出現時期による分類 は 毎回のラインセンサスで記録された鳥類個体数を
日本野鳥の会東京支部 に従い 留鳥 夏鳥 冬鳥 旅鳥 あたりに換算し その平均を降順に並べたものを図 に示
不明とした その結果 キャンパスで 種 馬事公苑で した なお ここでは夏期と冬期の 区分を設定し 月か
種 両調査地あわせて 科 種の鳥類が確認された こ ら 月までを夏期 月から 月までを冬期とした ま
のうちキャンパスでのみ確認された種はトビ ツミ セン た 水辺を中心に生息するアオサギとカルガモについては
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東京農業大学世田谷キャンパスの鳥類相
確認された鳥類 年 月 年 月
ポイントセンサスにおける種数 個体数 多様度指数
の 調査地間の比較 年 月 年 月ラインセンサスにおける種数 個体数 多様度指数
平均 標準偏差 有意差はウィルコクソン符号付順位の月変化 年 月 月
和検定による
夏期について 世田谷キャンパスでは 種が確認され 的であった 馬事公苑では 種が確認され 世田谷キャン
観察数はスズメ シジュウカラ ハシブトガラス ヒヨド パス同様にスズメが多くこれにムクドリ シジュウカラ
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ものの上位 種は調査地間で同一であった 冬期について に区切った区画ごとの緑被率と観察個体の総数を算出し
は 上位を占める 種は調査地間で同一で やはりスズメ た 緑被率については調査地の衛星画像をコンピュ タ
の優占度が大きかった 種目は世田谷ではキジバト 馬 内に取り込み 画像解析ソフト により緑被
事公苑ではシメであった 年を通して毎回確認された種 面積を求めた 観察個体の総数については 年 月か
は スズメ シジュウカラ メジロ ハシブトガラスの 種 ら 月までの出現総個体数とした 構造物上 樹上
であった 地上 の占める割合 と 緑被率と観察数の相関係数
図 は 横軸の種名が多いほど観察された種数が多く を表 に このうちシジュウカラ コゲラ メジロについ
各順位の個体数がなだらかに減少するほど種間の観察数の てランク分けした緑被率とともに区画ごとの観察総数を図
バラツキが小さいことを示す 夏期 冬期ともに世田谷 に示した
キャンパスに比べ馬事公苑で種数が多く 優占種への偏り コゲラ シジュウカラ ヒヨドリ メジロは の個
は夏期の馬事公苑と 冬期の世田谷キャンパスで小さい傾 体が樹上で観察され コゲラは構造物上では 羽も観察さ
向にあった れなかった ハクセキレイとカワラヒワは観察数の が
飛行中の個体で ハクセキレイは樹上では確認されず カ
ワラヒワは飛行以外では構造物上が 樹上が
世田谷キャンパスのル トセンサスで確認された鳥類の であった キジバトは電柱や電線など人工物上 樹上 地
うち任意に選んだ留鳥 種 キジバト コゲラ ハクセキ 上など さまざまな場所区分で確認された
レイ ヒヨドリ シジュウカラ カワラヒワ メジロにつ 区画を単位とした緑被率と観察総数とのスピアマンの順














された 図 では 表 に示した 種のうち樹上で確認さ
れた割合の大きい 種の野鳥について 横軸に緑被率の小
さい順に区画をならべ 縦軸には全観察数に対する各区画
の観察数の累積値割合 を示した 併せて図中に 累
積観察数が全観察数の に達する緑地率 を点線で
結んだ その結果 メジロやヒヨドリ キジバトは緑被率
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日本野鳥の会東京支部 によると 世田谷区では野生 旅鳥として一次的に滞在したヒタキ類を含め アオゲラ
在来種 種の鳥類が確認されており 外来種を除く今回 やルリビタキは林縁よりも森林内部を好む種であり 面積
の確認種類数 種は その に相当する 年間を通じ の大きな樹林地での出現機会が大きいため 馬事公苑で
数多く確認できた種類は スズメ ヒヨドリ メジロ シ 観察されたといえる
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樋口広芳 塚本洋三 花輪伸一 武田宗也 森林面積と鳥の
種数の関係
平野敏明 石田博之 国友妙子 冬季における森林面積と鳥
類種数の関係
橋本啓史 孤立林の鳥 いのちの森 生物親和都市の理論
と実践 森本幸裕 夏原由博編 京都大学学術出版会
村井英紀 樋口広芳 森林性鳥類の多様性に影響する諸要
因





年間を通じた調査により 今回確認された種類数は馬事 しないことから 下層構造の違いも調査地間の種類数の差
公苑で 種となり世田谷キャンパスのそれを上回った 異に影響していると考えられる
前述のように野鳥類の生息には影響するいくつかの要因が 環境の多様性に関連し 緑地内に野鳥類を誘致する上で
知られ 以下に つの調査地間で比較した 配慮すべき事項の一つとして 植物種の多様性への指摘も
一般的に隔離された島状の緑地では 面積が大きいほど ある 例えば 冬季に果実をつける樹種が多ければ鳥の
生息する種類は多くなるが 馬事公苑は世田谷キャンパ 種数が増加する 前述のようにキャンパスでは毎木調
スに比べて およそ 倍の面積を有しており 緑地の占 査が行われており すべての植栽種が把握されているが
める割合も大きい 都市緑地では 樹林を生息環境とする 馬事公苑についての知見は有していないため ここでの比
種が多く 樹林面積と種数の間に正の相関が示される 較は困難である キャンパスでの観察中 メジロがサクラ
たとえば都区内でコゲラの生息を調査した濱尾ら によ の開花を ヒヨドリがトウネズミモチの果実を利用してい
れば コゲラの生息には繁殖期 非繁殖期ともに森林面積 る光景が頻繁に目撃された 他の野鳥類も含めて餌資源と
が影響し 広い面積をもつ森林に生息しやすい傾向が認め なる樹種を導入することは有用であろう
られているが 緑地面積の大きい馬事公苑では本種の営巣 野鳥類の生息に影響する つ目は人の利用 立ち入り
が確認されている 頻度である 今回の調査時間帯は 馬事公苑の開園時間
世田谷キャンパス全域を 間隔の区画で区切り 種 に合わせるため 時以降に実施した 概して利用者密度は
の出現数を解析した結果 全種で緑被率と出現数の間に相 馬事公苑に比べて世田谷キャンパスで高く キャンパス内
関が認められ これらの相関係数はシジュウカラ メジロ で通行人数が多い出入り門や講義棟周辺で 鳥類観察数に
コゲラなど 樹林性の種で高い傾向にあった さらに累積 影響した可能性が想像されるが 都市に適応した野鳥類
観察数が全観察数の に達する緑地率 を求めたと が 人の利用頻度にどれだけ影響を受けるかについては
ころ メジロやヒヨドリ キジバトは 過ぎであったの 種や地域個体群でも異なることが予想される 野鳥類の生
に対しシジュウカラやコゲラは 以上であり 前者の 息に影響する最初の つの要因は 野鳥の生息に必要な資
種に比べて後者の 種は より緑被率の大きい区画で観察 源の状態に関するものであったが それらとは異なる環境
数の多い傾向があった したがって 世田谷キャンパスを 要因として この人の利用頻度が採餌行動や繁殖に及ぼす
野鳥にとってより適した緑地空間にするには 対象とする 影響は今後の研究課題でもある
野鳥の生息条件を考慮した上で 緑地面積を増やすととも 今回観察された野鳥類にとって 世田谷キャンパスと馬
に 分散している樹林地をつなげることが重要であろう 事公苑が近接しているということは どのような意味を
緑地の面積にも関連することであるが 水平的な緑地の もっているのであろうか 鳥類の生息地は周囲の緑地や農
構造として 緑地内の環境の多様性も鳥類の生息に大きく 地と深い関係にありそれらとのネットワ クを形成した複
影響する 緑地内に多様な環境が含まれれば ニッチの異 合生態系として環境保全に留意することが重要で 都市域
なる種が定着可能となり 結果的に種数が増加する可能性 では 緑地の樹林性鳥類を豊かにする方策として 周囲の
があるが 馬事公苑は世田谷キャンパスに比べて多様な環 樹木量の増加や街路樹 ビルの空き地の緑化の指摘もあ
境が含まれている 水辺の野鳥にとっては日本庭園にある る 一ノ瀬 は大きな緑地から離れていなければ 街路樹
池が また樹林性の野鳥にとってはまとまった落葉広葉樹 がコリド として機能することを示したが 馬事公苑と世
林である自然林が生息場になっている 前者ではカルガモ 田谷キャンパスの間には 高木となったケヤキが多数株植













堆積し ササ藪も隣接している 今回の調査で 馬事公苑
でのみ確認された 種のうち水辺の鳥や一時的な旅鳥を
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AKEUCHI OJIMA ATANABE
: The bird census was studied for approximately year starting in January at the
Tokyo University of Agriculture and Baji-Koen located in urban Tokyo. To assess the number of
species and individuals, a line-census survey and ﬁxed-point survey were conducted weekly during
the study period. The census data conﬁrmed species and the avifauna consisted of resident birds
including tree sparrows, bulbuls, white-eyes, great tits that adapted to the urban environment, and a
small number of migrating birds. The avian species were signiﬁcantly more diverse at Baji-Koen than
at the university campus according to the two census surveys. In addition, we assessed the inﬂuence
of the extent of green cover on the abundance of birds at the campus and found a correlation between
the percentage of green cover and the abundance of bird species. The results suggest that habitat
characteristics such as the expanse of green cover inﬂuence bird diversity and that greater vegetative
coverage is required to achieve greater diversity in campus avifauna.
: avifauna, degree of green cover, University campus, urban ecology
By
Masatoshi T *, Hiromi K * and Masaya W *
Avifauna at the Setagaya campus of
the Tokyo University of Agriculture
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